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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：膜、細胞質。触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：PKB / AKTだけでなく、PKA、PKC-ζ、RPS6KA1、およびRPS6KB1もリン酸化して活性化します。シグナル伝達プロセスおよび発生において一般的な役割を果たす可能性があります（類似性による）。アイソフォーム3は触媒的に不活性です。,PTM：チロシンおよびセリン/スレオニンがリン酸化されています。活性化ループ内のSer-241のリン酸化は、完全な活性に必要です。PDK1自体はSer-241を自己リン酸化して、自身を活性化することができます。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。AGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 PDK1サブファミリー。,類似性：PHドメインを1つ含む。,類似性：タンパク質キナーゼドメインを1つ含む。,細胞内局在：細胞刺激後に膜に会合し、細胞膜から移行する。チロシンリン酸化は細胞膜でのみ起こると考えられる。,サブユニット：TUSC4と相互作用する。,組織特異性：普遍的に発現していると考えられる。,
	研究分野
	-
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	Hela細胞全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、膜をPDPK1ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

